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事故発生時の報告
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１）事故発生時の報告について

「教育・保育施設等における事故の報告等について」（令和５年12月14日付通知、子ども家庭庁、文部科学省）

令和６年１月１日以降の報告分から適応

変更前 変更後

・死亡事故
・治療に要する期間が30日以上の負傷や
疾病を伴う重篤な事故等（※）

（※）意識不明（人工呼吸をつける、ICUに入る等）
の事故を含み、意識不明の事故についてはその後の経
過にかかわらず、事案が生じた時点で報告すること

・死亡事故
・意識不明事故
（どんな刺激にも反応しない状態に陥ったもの）

・治療に要する期間が30日以上の負傷や
疾病を伴う重篤な事故等

■報告の対象となる重大事故の範囲

教育・保育施設等で
事 故 発 生

指導権限をもつ自治体
こどもの家族等へ連絡
＜根拠法令＞
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（平成 26 年内閣府令第 39 号）
学校事故対応に関する指針（平成 28 年３月 31 日付け、 27 文科初第 1785 号）
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（平成 26 年厚生労働省令第 63 号）

※子育て短期支援事業、一時預かり時事業、病児保育事業、子育て支援活動支援事業及び認可外
保育施設は児童福祉方施行規則（昭和23年厚生省令ダイア11号）により指導権限を持つ自治体へ
報告等を行う。

うち、重大事故

事故報告 都道府県 国 事故の再発防止のための事後的な検証
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１）事故発生時の報告について

■意識不明事故 （どんな刺激にも反応しない状態に陥ったもの）に関する報告要否の判断基準

「教育・保育施設等における事故の報告等について」における意識不明事故の取扱について
（令和５年12月14日付通知、子ども家庭庁、文部科学省）

■意識不明事故 （どんな刺激にも反応しない状態に陥ったもの）の定義

（痛み刺激を行う際の例）
①肩をたたく。踵をたたく。②胸骨の真ん中を、手をグーにして指の関節で押す。③爪の生え際（半月があるあたり）を２本の指で挟む。 など
※２つの手技を組み合わせて判断するとよい。

原 因 国への報告 補 足 具体例

① 事故 ○ 転倒、衝突、誤嚥、
食物アレルギー、
熱中症等

② 明らかに
病気

× 1週間経過しても意識が回復しない場合は
その時点で国へ報告

てんかん、
けいれん
（熱性・無熱性・憤怒）等

③ 不明 × 原因が①②であると判明した場合はその旨
を国へ追加報告
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１）事故発生時の報告について

重大事故報告様式が新しくなっています。
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奈良県ホームホページより
ダウンロードできます。

https://www.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=21684

「保育所等における健康及び安全について」
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教育・保育施設等における重大事故を防ぐための政府の取
組｜こども家庭庁 (cfa.go.jp)

こども家庭庁HP
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特定教育・保育施設等における事故情報データベース｜こども家
庭庁 (cfa.go.jp)

こども家庭庁HP

事故防止のための事例として、
園内研修等で使用するなど活用を
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